
行列の衣装など並ぶ騎J

雛文化センター「第三区凱旋騎馬道具」2相まで展示

訪
日
の
町
民
大
学
に
合
わ
せ

て
展
示
さ
れ
た
「
下
諏
訪
田

第
三
区
凱
旋
騎
馬
道
具
」
‖

下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
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で
、
出
陣
騎
馬
は
出
陣
の
士
気

を
高
め
る
「
立
浪
型
」
と
い
う
上

下
の
動
き
が
特
徴
で
衣
装
は
地

味
に
す
る
。
「
出
陣
騎
馬
」
の

歴
史
は
町
広
報
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
も
す
わ
」
7
月
号
に
特
集
予

定。

下
諏
訪
町
の
下
諏
訪
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
で
、
「
下

諏
訪
町
第
三
区
凱
旋
騎
馬
導
き

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
2
5
日
に
骨

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
第
2
回
町

民
大
学
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
企

今
回
の
展
示
で
は
、
菅
等
衣

装
と
と
も
に
、
2
0
1
6
年
の
御

柱
祭
で
奉
納
さ
れ
た
騎
馬
行
列
の

写
真
も
掲
示
し
、
実
際
に
道
具
が

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か

分
か
る
よ
う
に
し
た
。
同
町
の
故

・
田
中
と
く
さ
ん
が
制
作
し
た
騎

馬
行
列
の
様
子
を
再
現
し
た
豆
人

形
も
展
示
し
て
い
る
。

昨
年
の
騎
馬
行
列
で
お
箱
を
担

当
し
た
金
丸
純
さ
ん
（
挙
は
自
身

が
使
用
し
た
草
履
な
ど
を
出
品
。

画
。
昨
年
の
御
柱
祭
で
奉
納
さ
れ

た
騎
馬
行
列
で
掘
消
し
た
色
傘
や

お
箱
、
お
槍
、
赤
熊
な
ど
の
道
具

や
衣
装
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
2
5

日
ま
で
。

第
三
区
が
継
承
す
る
「
鋸
蹴
騎

馬
」
は
、
第
壷
の
「
出
陣
騎
馬
」

と
と
も
に
1
9
7
2
年
に
町
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
凱
旋
騎

馬
は
戦
い
に
勝
っ
た
喜
び
を
表

す
「
横
波
」
の
動
き
で
、
衣
装
を

派
手
に
す
る
の
が
特
徴
。
一
方

「
本
番
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
道
具
ば
か
り
。
実
際
に
使
わ

れ
た
道
具
を
見
て
、
伝
統
文
化
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と

話
し
た
。

町
民
大
学
は
2
5
日
午
後
1
時
3
0

分
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

で
。
第
三
区
騎
馬
委
員
会
の
元
騎

馬
長
、
細
川
紀
夫
さ
ん
が
「
お
騎

馬
の
由
来
と
構
盛
と
題
し
て
講

演
す
る
。
聴
講
無
料
。


